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市政ひろば

渦
潮
世
界
遺
産
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

災
害
時
に
地
図
情
報
を
生
か
す
　
㈱
ゼ
ン
リ
ン
と
協
定
締
結

南
あ
わ
じ
市
及
び
淡
路
地
区
消
防
操
法
大
会
の
結
果

　

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
内
閣
総
理
大

臣
メ
ッ
セ
ー
ジ
伝
達
式
や
、
市
内

の
保
育
園
児
が
ち
び
っ
子
お
ま
わ

り
さ
ん
に
な
り
、
来
場
者
に
啓
発

グ
ッ
ズ
を
配
布
す
る
な
ど
、
に
ぎ

や
か
な
雰
囲
気
で
啓
発
を
行
い
ま

し
た
。
ま
た
こ
の
日
は
、
受
刑
者

が
製
作
し
た
靴
や
画
材
な
ど
の
刑

務
所
作
業
製
品
展
示
即
売
会
も
併

せ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
は
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を
合

わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明
る
い

社
会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な

運
動
で
す
。
南
あ
わ
じ
市
推
進
委

員
会
で
は
７
月
２
日
を
「
啓
発
活

動
の
日
」
と
し
、
シ
ー
パ
に
お
い
て
、

啓
発
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。 

▲ショッピングセンターで保育園児が、ちびっこおまわりさんに扮して「社会を明るくする運動」を啓発
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▲神代第１分団【ポンプ車の部優勝】

▲全国大会を目指す神代第１分団の競技 ▲㈱ゼンリンと災害時の応援協定締結 ▲カヌーの漕ぎ方を学び、楽しむ参加者ら

▲バナナボートに興奮する参加者ら

▲阿万第２分団第２部【小型ポンプの部優勝】

　

６
月
26
日
、
南
あ
わ
じ
市
消
防

操
法
大
会
が
三
原
川
河
川
公
園
多

目
的
広
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
方
面
隊
で
の
予
選
を
勝
ち
抜

い
た
小
型
ポ
ン
プ
８
チ
ー
ム
と
ポ

ン
プ
車
６
チ
ー
ム
が
参
加
。
選
手

た
ち
は
機
敏
で
息
の
合
っ
た
操
法

競
技
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
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犯
罪
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非
行
の
な
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明
る
い
社
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を
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指
し
て

南
あ
わ
じ
の
夏
を
体
験
！
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Ｂ
＆
Ｇ
親
子
キ
ャ
ン
プ
」

◆
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

　

青
少
年
問
題
に
つ
い
て
考
え
、

市
民
の
活
動
目
標
を
掲
げ
る
「
青

少
年
健
全
育
成
市
民
会
議
」が
７
月

２
日
、
湊
地
区
公
民
館
で
開
か
れ
ま

し
た
。
市
内
各
種
団
体
、
関
係
機

関
が
集
ま
り
「
地
域
の
子
ど
も
は
地

域
で
守
り
育
て
る
」
思
い
で
、大
人

が
自
信
を
持
っ
て
子
ど
も
た
ち
に

手
本
を
示
し
行
動
す
る
こ
と
の
大

切
さ
を
再
確
認
し
、「
毎
日
の
言
葉

か
け
で 

心
が
成
長
し
ま
す
」
と
題

し
て
講
演
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

◆
青
少
年
健
全
育
成
市
民
会
議

【
淡
路
地
区
大
会
結
果
】

　

市
大
会
の
小
型
ポ
ン
プ
の
部
及

び
ポ
ン
プ
車
の
部
で
優
勝
し
た
２

チ
ー
ム
は
、
７
月
10
日
に
洲
本
市

の
城
戸
ア
グ
リ
公
園
で
開
催
さ
れ

た
「
淡
路
地
区
消
防
操
法
大
会
」

に
そ
れ
ぞ
れ
の
部
で
出
場
。
阿
万

第
２
分
団
第
２
部
は
優
勝
に
一
歩

届
か
ず
準
優
勝
、
神
代
第
１
分
団

は
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

優
勝
し
た
神
代
第
１
分
団
は
、

８
月
７
日
に
三
木
市
の
県
立
広
域

防
災
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
る
県
大

会
に
出
場
し
、
優
勝
す
れ
ば
全
国

大
会
へ
の
切
符
を
手
に
し
ま
す
。

　

災
害
発
生
時
に
被
災
者
や
被
害

家
屋
の
情
報
収
集
を
迅
速
に
行
う

た
め
、
７
月
13
日
、
株
式
会
社
ゼ

ン
リ
ン
関
西
第
二
エ
リ
ア
統
括
部

と
「
災
害
時
に
お
け
る
地
図
製
品

等
の
供
給
等
に
関
す
る
協
定
書
」

を
締
結
し
ま
し
た
。

　

協
定
の
締
結
を
受
け
、
同
社
の

製
品
で
あ
る
住
宅
地
図
５
冊
と
、

広
域
地
図
５
枚
、
住
宅
地
図
ウ
ェ

ブ
サ
ー
ビ
ス
が
市
へ
提
供
さ
れ
ま

し
た
。

　

災
害
時
に
は
、
即
時
に
地
図
が

活
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
ほ
か
、

地
図
情
報
の
複
製
利
用
が
許
可
さ

れ
ま
す
。

　

川
野
副
市
長
は
「
災
害
対
応
や

対
策
に
は
地
図
情
報
が
必
要
。
十

分
に
活
用
し
た
い
」、
同
社
の
松

井
仁
統
括
部
長
は
「
当
社
は
地
図

情
報
を
通
じ
て
社
会
貢
献
を
し
た

い
。
熊
本
地
震
時
も
地
図
の
在
庫

が
無
く
、
即
席
で
作
成
し
提
供
し

た
。
災
害
時
の
備
え
に
向
け
て
、

当
社
も
対
応
し
て
い
き
た
い
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

▲コミュニケーション・サポ
　ーターの横山由紀子さん
　が講演

▲前 ユネスコ事務局長（第８代）松浦晃一郎さん
▲兵庫・徳島「鳴門の渦潮」世界遺産登録推進協議会などの
　官民4団体が主催して開催されました

▲世界遺産登録を目指す
　鳴門海峡の渦潮

　

渦
潮
世
界
遺
産
推
進
フ
ォ
ー
ラ

ム
が
７
月
２
日
、
洲
本
市
文
化
体
育

館
で
開
催
さ
れ
、
世
界
遺
産
登
録
に

向
け
た
講
演
や
学
術
調
査
報
告
が

行
わ
れ
、
島
民
ら
約
５
０
０
人
が
熱

心
に
聴
き
入
り
ま
し
た
。
講
演
で

第
８
代
ユ
ネ
ス
コ
事
務
局
長
を
務
め

た
松
浦
晃
一
郎
さ
ん
は
「
今
後
は
渦

潮
の
国
内
暫
定
リ
ス
ト
入
り
を
目

標
に
、
焦
点
を
絞
っ
て
、
世
界
的
価

値
を
し
っ
か
り
証
明
す
る
必
要
が
あ

る
。
時
間
が
か
か
る
こ
と
を
覚
悟
し

て
忍
耐
強
く
一
歩
一
歩
前
進
し
て
ほ

し
い
」
と
強
調
し
激
励
し
ま
し
た
。

ま
た
、
富
士
山
の
世
界
遺
産
登
録
に

関
わ
っ
た
静
岡
県
の
元
担
当
者
の
小

野
聡
さ
ん
は
「
富
士
山
は
信
仰
の
対

象
と
芸
術
の
源
泉
と
し
て
オ
ン
リ
ー

ワ
ン
の
価
値
を
打
ち
出
し
た
。
世
界

遺
産
へ
の
取
組
を
進
め
る
こ
と
で
地

域
や
住
民
が
元
気
に
な
っ
て
魅
力
的

に
な
る
。
皆
さ
ん
の
渦
の
よ
う
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
で
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」
と

応
援
し
ま
し
た
。
学
術
調
査
報
告
は

自
然
分
野
を
兵
庫
県
、
文
化
分
野
を

徳
島
県
が
報
告
。
元
東
京
理
科
大

学
教
授
の
西
村
司
さ
ん
は
渦
潮
の

誕
生
と
成
長
、
役
割
に
つ
い
て
講

演
し
ま
し
た
。
最
後
に
特
別
企
画
と

し
て
月
亭
八
方
さ
ん
の
落
語
上
演
も

行
わ
れ
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

７
月
16
日
、
17
日
の
２
日
間
、

南
淡
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
で

「
Ｂ
＆
Ｇ
親
と
子
の
ふ
れ
あ
い

キ
ャ
ン
プ
」
を
開
催
し
、
９
家
族

25
人
が
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
と
キ
ャ

ン
プ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

最
初
に
、
宿
泊
す
る
た
め
の
テ

ン
ト
を
親
子
で
協
力
し
て
設
営
。

そ
の
後
、
カ
ヌ
ー
や
バ
ナ
ナ
ボ
ー

ト
、
釣
り
等
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
体

験
し
ま
し
た
。

　

夜
は
、
飯
ご
う
で
炊
い
た
ご
飯

と
、
大
型
鉄
板
を
使
用
し
た
焼
き

そ
ば
に
舌
鼓
。
夕
食
後
に
、
参
加

者
で
花
火
を
楽
し
み
、
テ
ン
ト
で

就
寝
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
八
木
小
学
校
１
年
生

の
平
井
瑛え
い
と士

く
ん
は
「
初
め
て
の

カ
ヌ
ー
が
お
も
し
ろ
か
っ
た
」
と

夏
の
海
を
堪
能
し
て
い
ま
し
た
。


